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（詳しくは：外部リンク） https://noufuku.jp/award

令和3年度農林水産関係予算概算要求の概要について

（詳しくは、こちら） https://www.maff.go.jp/j/budget/r3yokyu.html

「ノウフク・アワード2020」の募集について
農林水産省は、今年度から、農福連携に取り組んでいる優れた

事例をノウフク・アワードとして表彰し、全国への情報発信を通
じて他地域への横展開を図るため、11月17日（火）まで「ノウ
フク・アワード2020」を募集します。

農福連携は、障害者の皆さんに農業で活躍してもらい、自信や
生きがいを持って社会に参画していただくための取組であり、担
い手不足や高齢化が進む農業分野において、働き手の確保につな
がるものであるとともに、共生社会の実現にも貢献するものです。

こうした農福連携を全国的に広く展開し、各地域において農福
連携を定着させるためには、農福連携に取り組んでいる優良な事
例を表彰し、全国への発信を通じて他地域への横展開を図るとと
もに、国民的運動として推進していくことが重要です。

農林水産省は、令和3年度農林水産予算概算要求の概要を令和2年9月30日に公表しました。

～食料安全保障の確立、国土の保全等に向けて、次の対策を総合的に実施～

１ 生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施

２ スマート農業・ＤＸ・技術開発の推進、食と農に対する理解の醸成

３ ５兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸出力強化と高付加価値化

４ 農業農村整備、農地集積・集約化、担い手確保・経営継承の推進

５ 食の安全と消費者の信頼確保

６ 農山漁村の活性化

７ 森林資源の適切な管理と林業の成長産業化の実現

８ 水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化の実現

令和3年度農林水産予算概算要求の重点事項 総額 ２兆７，７３４億円

５兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸出力強化では、「グローバル産地づくり
の強化」や「輸出向けHACCP施設の整備」等、スマート農業・DXの推進では、
「スマート農業総合推進対策事業」や「農林水産省共通申請サービス(eMAFF)
によるDXの推進」等の施策が推進出来るよう予算概算要求を行っています。



安心安全は当たり前、おいしいものを届けたい！

稲美町のハウス20棟と露地で、ほうれん草、
小松菜、水菜などの葉物野菜を栽培している、
大西範裕さんにお話しを伺いました。

葉物野菜の栽培は、父が第二の人生として
始め、今は父がハウス10棟を、自身が20棟を
管理し、露地栽培もしています。
東京で専門の学校等の講師をしていました

が、教え子を見るうちに自分の生き方を見つ
め直し、35歳で故郷に帰り就農しました。当
初は、多品種栽培をめざし「たべたい菜」
「ちょうほう菜」など、珍しい品種にも取組
みましたが、現在は最も人気のある8品目に注
力しています。

「食べ物なので、安心・安全は当たり前、プラス”おいし
いもの”にするために、堆肥等の有機質を入れた土づくりに
力を入れています。おいしいものを作ろうと思うと、自然と
安心・安全なものになる。おいしかったら沢山食べてもらえ
る。健康にも良く、生産する者としてはたくさん届けられ、
大変嬉しい。」と、改めて農業のあり方に気付かされる思い
を語ってくださいました。

売れ行きは好調で4年前にはハウスを増設、市場を通
しての販売から、直売所（にじいろふぁーみん等）や
スーパーへの直接販売に移し、毎日収穫したての新鮮な
野菜を出荷しています。

「農業を始めて良かったことは、時間の使い方やや
りたいことが自由に選択できること。反面、沢山のパー
トさんを雇用しているので責任も伴うし、農業には終わ
りがないので、一度やりはじめると入り込みすぎ、自分
のプライベートな時間が意外ととれません。」と苦笑い
の大西さん。

令和２年度「豊かなむらづくり全国表彰事業」農林水産大臣賞
（近畿ブロック）の受賞について

豊かなむらづくり全国表彰事業（農林水産祭むらづくり部門）は、農山漁村における「む
らづくり」の優良事例の表彰を行うことにより、むらづくりの全国的な展開を助長するとと
もに、地域の連帯感の醸成及びコミュニティ機能の強化を図り、農林漁業及び農山漁村の健
全な発展に資することを目的として実施しています。令和２年度の近畿ブロックにおける農
林水産大臣賞の受賞が決定されましたので、お知らせします。

農林水産大臣賞
・「農事組合法人ゆめ野山」：奈良県五條市（近畿ブロック最優良地区）

・「中部環境保全活動の会」：兵庫県宝塚市
＜なお、両団体は日本政策金融公庫農林水産事業本部近畿地区統轄賞を合せて受賞＞

（受賞団体概要は、こちら）

〈大西農園 大西範裕さん〉



子ども達の将来なりたい職業に！

姫路市兼田で、ビニールハウスと露地で軟弱野菜や地域の
伝統的作物の「えび芋」を栽培されている、おかもと農園の
岡本将司さんにお話を伺いました。

「農業ってカッコいい」と思えるようになりましたね。一
般企業での勤務経験を経て、実家に戻り就農して5年目の岡本
さんは、新鮮な野菜作りに努力を続けていきたいと力強く語
られました。

新鮮な野菜を日々出荷できるように、生産ローテーショ
ンを組みながら、軟弱野菜（みずな、チンゲンサイ、こま
つな等）を中心に少量多品目の野菜を栽培し、卸売市場や
近隣の直売所（旬彩蔵）に出荷しています。

食育活動にも積極的に取り組んでいます。毎年、地元の小学
校6年生を、食育の授業の一環として受け入れ、新鮮で美味し
い野菜を食べて欲しい事や、地域の伝統的作物の「えび芋」の
存在を伝えています。楽しそうに野菜の収穫をしている時の子
ども達の笑顔を見るのが、とても嬉しいです。

３兄弟の次男で、小さい時から農作業を手伝い、両親が農業
を頑張る姿と苦労する姿を見てきたことから「自分は絶対に農
業を継がない」そう思っていました。しかし、社会人として
様々な経験をするなかで、自分で作った野菜がお客様に喜んで
いただけるという農業の魅力に気づき、本格的に農業に取り組
もうと決意し、神戸の農家での研修を経て就農しました。

また、全国でも生産地が限られる「えび芋」の生産にも
取り組んでいます。夏場の暑い時期の作業が大変ですが、
歴史が有り価値のあるものなので、途絶えることなく継承
していきたいと思っています。現在は、直売所での販売や
飲食店等との直接取引が中心ですが、今後は、インター
ネットでの販売も考えています。

小学校の先生から将来なりたい職業に「農業」と書いた児童
がいたと聞いた時は、とても感動し自分が職業として選択した
ことに間違いがなかったと思いました。

10月は食品ロス削減月間です

10月は食品ロス削減月間となっています。この月間において、
農林水産省は、消費者庁、環境省と連携して、食品ロス削減国民
運動のロゴマークである「ろすのん」を用いた啓発ポスターを作
成し、地方公共団体等に配布するほか、食品ロスの
削減に向けた取組を集中的に普及・啓発します。

（詳しくは、こちら）

https://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/kankyoi/200925.html

〈おかもと農園 岡本将司さん〉



（注）ラウンドの関係で対前年産比較の数値は一致しないことがある。

暑い夏がやっと過ぎたと思えば、気候は一気に秋本番。あまりの寒暖差に体調を崩さないように！

ところで、皆さんはどのように秋を過ごされていますか？私はもっぱら読書の秋です。通勤時間が長いということもあ
るのですが（笑）。 最近の愛読書は「小路幸也」の「東京バンドワゴン」シリーズ（現13巻刊行）。東京下町の
古い古本屋を舞台に持ち込まれる些事諸問題を家族が協力して無事解決するという物語なのですが、昨今忘れ
られかけている家族や地域の絆が随所にちりばめられており、読み終えた後とてもほっとする小説です。
もしよろしければ、一度手に取って読まれてはいかがでしょうか？（Ｙ.Ｉ）

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2020.10

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

令和２年度経営所得安定対策等の加入申請状況及び
令和元年産収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）の支払実績を公表しました。

令和2年度の収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）及び水田活用の直接支払交付金は、
申請件数、申請面積等とも大きく減少しました。畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）は、
申請件数は減少しているものの、作付計画面積は増加しています。
一方、兵庫県については、ナラシ対策及びゲタ対策は、申請件数、申請面積等は前年に比

べ減少しています。なお、水田活用の直接支払交付金の申請件数も大幅に減少しています。

また、令和元年産収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）の支払実績は、令和元年産の米
価が前年と同水準で推移したこと等により、平成24年産以来の低い実績となりました。
兵庫県においては、山田錦等醸造用玄米や大豆の収入額が標準的収入額を下回ったため、

69件、約0.02億円の補てんが実施されました。

令和２年度経営所得安定対策等の申請状況

登熟は、出穂期以降おおむね天候に恵まれていることか
ら県南、県北、淡路ともに「平年並み」が見込まれ、兵庫
県では「平年並み」が見込まれます。

令和2年産水稲の9月15日現在における作柄概況

兵庫県における9月15日現在の水稲の作柄は、７月の低温、
日照不足や８月の高温等の影響により、県南では全もみ数
が「平年並み」となったものの、県北、淡路では「やや少
ない」となり、兵庫県では「平年並み」となりました。

（詳しくは） https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/toukeikikaku/yotei/2020.html#0930

以上のことから、兵庫県の農家等が使用しているふるい
目幅ベースの作況指数は99が見込まれます。

作柄表示地帯別では、県南100、県北98、淡路99が見込
まれます。


